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 日本漢字能力検定協会（京都市）が毎年公募しています平成２４年の世相を表す漢字は「金」

でしたね。ロンドン五輪の金メダルや山中伸弥さんのノーベル賞受賞などの金字塔が打ち立てら

れ、日本列島で金環日食が観測されたことなどが理由とされました。年末に和紙に大筆で豪快に

揮毫（きごう）した清水寺の森清範貫主は「昨年の『絆』に光を当て、希望を持って頑張ろうと

する日本人の気概を感じた」と話したそうです。 

 さて、辰年の平成２４年は、ロンドン五輪が開催され、多くの種目で日本選手が大活躍し、私

たちに元気と感動を与えてくれました。平成２５年は巳年です。「巳」の原字はお母さんの子宮

が胎児を包むさまを表し、草木の生長が極限に達して次の生命がつくられ始める時期という意味

があるそうです。皆様にとりましても本校にとりましても「新たな挑戦」「新たな創造」の年と

なりますよう願っております。 

 本年も『豊かな心で、自ら学び・活動できる子ども』の育成を目指し、人・自然・ものとのふ

れあいを重視した教育活動を創造し、児童一人一人が主役となっていきいきと活躍できるように

努めて参ります。子どもたちのために、本年も引き続いて、地域の皆様、保護者の皆様のご理解

とご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 ９月２日に「中部区の活性化を考える集い」が区民６７人の出席で開催されまし

た。小池小室区長の基調講演の後、中部区活性化に向けての意見交換がなされました。そして、

９月２０日には、依田礼治区長を代表とする「中部区活性化プロジェクト会議」が発足し、１２

月１２日までに５回の会議が行われました。１１月２７日には、志村町長に次のような支援要請

を行いました。 

１ 暮らしやすい環境整備に向けた支援について 

   (1)国道52号鬼島地内への歩道の整備 

   (2)光ケーブルの整備 

   (3)鹿島落合ふれあい交流トンネルの整備促進 

２ 住む場所の確保に向けた支援について 

   (1)中部住宅の建て替え整備 

   (2)空き家バンクの創設 

３ 子育て支援環境の充実に向けた支援について 

   (1)中部保育所の有効活用 

   (2)中部小学校の存続 

４ その他 

   (1)婚活イベントの取り組み 

 また、中部小アピールチラシを1万部作成し、1月13日の新聞の折り込みチラシとして4800

部を富士川町内に届けました。また、１月17日から5日間にわたり、依田区長・正副組長や当会

員が町内の保育所の保護者に手渡しでこのチラシを届けました。他にも町内外の公共施設や個人

的なつながりで配布してくださっています。必要な方は依田区長さんに連絡をお願いします。   

1月25日現在、平成25年度の中部小児童は3年生が1人と6年

生が4人だけです。チラシにもありますように、入学児童、転入児童

の確保に向けて皆様のご支援・ご協力をよろしくお願いします。 

 保育所ではお迎えの時間に、左のよ

うなチラシを渡しました。 

「１３日の新聞に入っていました  

よ。」 

「がんばってください。」 

と、声をかけてくださった方もいたそ

うです。寒い中、ありがとうございま

した。 

一面の雪 

＜お知らせ＞  

  本年度も 

「CHUBU-CUP

チャレンジラン

キング大会」を

３月３日（日）

午前９時３０分

から行います。

町内外からの参

加者にもこのチ

ラシを配布しま

す。 

  

  



 １月１９日（土）のスポーツ講演会では、１９７６年モ

ントリオールオリンピック女子バレーボール金メダリスト

の池田広美さん（旧姓矢野）をお迎えして、講演とバレー

ボール教室を開催しました。池田さんは、文部科学省と日

本体育協会が主催するトップアスリート派遣指導事業で北

海道や滋賀、新潟の学校にも行って指導をしているそうで

す。 

 池田さんは、増穂中学校時代の部活動はコーラス部でし

たが、増穂商業高校入学式当日にバレーボール監督に１７０㎝の長身を見込まれて勧誘を受け

ました。家は農家でしたので、農繁期には手伝いができずバレーボール活動に反対されたこと

もありましたが、家族の協力もありバレーボールを続けることができました。インターハイは

3年連続出場して、大活躍し、日本リーグの日立武蔵（当時）に入団しました。そして、２1

歳の時にモントリオールオリンピックに出場しました。 

 きびしい練習の中で、相手のために何がで

きるかをいつも考え、「人への感謝」という

ことを学んだそうです。アタックを成功させ

るためには、アタッカー一人の力だけではで

きません。チームメイト・監督・応援・・・

多くの人の支えがあるお陰で成功することが

できるので、人に役立つにために何ができる

かいつも考えていたと話していました。 

 講演の後のバレーボール教室では、オー

バーパスやアンダーパスの練習をし、子ども

チームと大人チームに分かれて試合をしました。９対15で子どもチームが負けたものの、再

試合を要求するほど盛り上がりました。ご協力ありがとうございました。 
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